
業種 食品加工

用途 工場

建築年月日 昭和３１年１２月

規模 １，６１７．１６４㎡

運営開始時期 平成１９年７月１９日

改修費用 約１億３，０００万円

海
洋
深
層
水
施
設
が
隣
接
し
て
お
り
、

そ
こ
で
取
水
さ
れ
た
海
洋
深
層
水
を
用

い
た
塩
工
場
と
し
て
活
用
。
海
に
面
し

た
旧
古
江
小
な
ら
で
は
の
活
用
を
し
て

い
る
。
塩
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
特

産
物
を
組
み
合
わ
せ
た
商
品
を
つ
く
る

こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

施
設
の
概
要

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト

農
業
体
験
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
手

が
け
る
三
重
県
の
㈱
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
が
起
業
家
を
募

り
新
た
に
㈱
モ
ク
モ
ク
し
お
学
舎
を
設

立
し
、
事
業
提
案
。
提
案
を
受
け
た
尾

鷲
市
も
了
承
。

新
た
に
設
立
さ
れ
る
の
が
工
場
で
あ

り
、
地
域
か
ら
は
環
境
汚
染
な
ど
の
悪

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
の

声
も
あ
っ
た
が
、
市
と
連
携
し
て
積
極

的
に
説
明
の
場
を
設
け
、
影
響
が
出
な

い
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
海
が
目

の
前
に
あ
り
取
水
施
設
が
隣
接
し
て
い

る
こ
の
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

で
あ
り
、
地
域
の
特
産
物
と
し
て
売
り

出
し
尾
鷲
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思

い
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
賛
同
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

尾
鷲
市

三
重
県

（写真）

「地域と一緒に町おこし」を
合い言葉に木造の廃校舎を
「しお学舎」と命名。

室名札はそのままだが、理
科室は「熱処理加工室」となっ
ている。

(株)モクモクしお学舎

After
After

Before

外観の改修は実施せず、耐震改修と各部屋のしきりの撤去および再設置を実施した。

廃
校
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
で
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
た
り
、

地
域
の
人
が
集
ま
っ
た
り
と
他
の
施
設

と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
食
品
を
扱
う
施
設
な
の
で
さ
ま

ざ
ま
な
許
可
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
扱
う
食
材
に
よ
っ
て
許
可
の
種

類
が
違
う
。
学
校
は
教
室
が
あ
り
細
か

く
部
屋
が
区
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
部
屋
ご
と
に
違
う
許
可
を
取
る
こ
と

が
で
き
、
部
屋
が
狭
い
た
め
衛
生
管
理

も
し
や
す
い
。

自治体の声 ： 廃校施設を活用して企業誘致する場合、土地の造成や建造物の新築などするこ
となく誘致することが可能であり、初期経費を抑えた企業進出の案内ができ、地元雇用につながる

ことで地域の活性化を図ることができる。また、そのままでは老朽化する建物も維持管理経費をか

けることなく健全に保つことができる。

尾鷲を元気にしようと地場産
業、個人14社が協力し、しお学
舎が誕生した。
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菌
床
キ
ノ
コ
生
産
場
と
し
て
活
用

し
、
主
に
キ
ク
ラ
ゲ
を
生
産
し
て
い

る
。温

度
湿
度
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、

教
室
内
を
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
そ
の
中

に
空
調
設
備
や
加
湿
器
な
ど
を
設
置
し

て
生
産
し
て
い
る
。

今
後
は
キ
ク
ラ
ゲ
だ
け
で
な
く
、
他

種
キ
ノ
コ
の
生
産
な
ど
事
業
拡
大
を
図

る
予
定
。

施
設
の
概
要

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
を
利
用
す
る
こ
と
で
初
期
投
資

を
大
き
く
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
校
舎
部
分
は
教
室
ご
と
に
区

切
ら
れ
て
お
り
、
温
度
や
湿
度
の
管
理

が
し
や
す
い
。

地
理
的
に
は
高
島
と
若
狭
を
つ
な
ぐ

国
道
３
０
３
号
に
面
し
て
お
り
、
中
山

間
地
域
と
は
い
え
そ
れ
な
り
に
よ
い
。

さ
ら
に
、
現
在
主
に
菌
床
キ
ノ
コ
を

生
産
し
て
い
る
熊
本
よ
り
も
出
荷
先
が

集
中
す
る
関
東
に
近
く
、
輸
送
コ
ス
ト

の
削
減
も
見
込
め
る
。

あ
わ
せ
て
京
阪
神
地
域
に
も
近
く
、

需
要
拡
大
に
今
後
の
展
開
が
期
待
で
き

る
。当

事
業
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
む
当
該
地
域
に
お
い
て
、
新
た
な
拠

点
と
し
て
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。 廃

校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
等

（旧今津西小学
校）

共 栄 精 密 ㈱

キクラゲが発生している
様子

高
島
市

滋
賀
県

業種 製造業

用途 工場

建築年月日 昭和５７年１２月

規模 ４，４１２㎡

運営開始時期 平成２８年４月

改修費用 約３，５００万円

平成28年7月16日開催
地元住民見学交流会にて

AfterBefore

廃
校
決
定
後
、
市
で
は
地
域
の
代
表

者
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
学
校
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
跡
地
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

共
栄
精
密
㈱
は
菌
床
キ
ノ
コ
の
生
産

事
業
を
核
に
当
該
山
村
地
域
に
お
け
る

雇
用
創
出
、
特
産
品
化
等
に
よ
り
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

考
え
が
あ
り
、
市
の
想
い
と
合
致
し
た

た
め
、
委
員
会
に
お
い
て
説
明
し
、
承

認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
市
議
会
の
承
認
を
得
た
う

え
で
、
今
津
西
小
学
校
を
無
償
貸
与
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

自治体の声 ： 共栄精密㈱と協定を結び、平成２８年４月から事業にかかわっていただいており、早速地
元から２名の雇用をしていただいています。同年７月１６日にキクラゲの初出荷を迎えたことに際し、共栄精

密㈱による地元住民見学交流会が開催されました。ご参加いただいた約５０人の住民の中には廃校時の

在学生たちも来ており、自分たちの過ごした学び舎がキノコ生産場として活躍している姿に感動していました。26



地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
・

森
林
整
備
の
促
進
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で

放
置
さ
れ
て
き
た
間
伐
材
等
を
原
料
と
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
を
製
造
し
有

効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
旧
大
宮
第
三
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
加
工
場
、
保
健
室

を
事
務
室
と
し
て
、
平
成
26
年
７
月
竣
工
、

稼
働
し
て
い
る
。

施
設
の
概
要

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト

活
用
し
た
補
助
制
度

加工場への進入路

学
校
再
配
置
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
て
い

た
旧
大
宮
第
三
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
お

よ
び
保
健
室
を
㈱
丹
後
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ

に
有
償
に
て
貸
与
。

旧
大
宮
第
三
小
学
校
は
、
地
域
の
象
徴

的
な
建
物
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
廃
墟
と
す

る
の
で
は
な
く
利
用
す
る
方
策
が
な
い
か

と
、
地
元
・
行
政
等
で
協
議
が
重
ね
ら
れ

た
。
校
舎
が
住
宅
地
か
ら
離
れ
て
お
り
騒

音
の
心
配
が
な
い
こ
と
、
丹
後
半
島
中
心

部
に
位
置
し
、
京
都
縦
貫
道
「
京
丹
後
大

宮
北
Ｉ
Ｃ
」
に
も
近
い
こ
と
な
ど
、
木
材

の
搬
入
出
に
便
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
木
材

加
工
場
と
し
て
活
用
す
る
に
は
最
適
の
場

所
で
あ
る
と
し
て
地
元
住
民
か
ら
市
に
対

し
て
要
望
が
出
さ
れ
、
活
用
を
決
定
し

た
。

京
丹
後
市

京
都
府

肥料用・製紙原料用・燃料用に加工し出荷している。

（写真）

保健室を事務室として利用

校
舎
が
住
宅
地
か
ら
離
れ
て
い
る
の

で
騒
音
の
影
響
が
少
な
い
。
ま
た
丹
後

半
島
中
心
部
に
位
置
し
、
京
都
縦
貫
道

「
京
丹
後
大
宮
Ｉ
Ｃ
」
に
も
近
い
た
め
、

木
材
の
搬
入
出
に
も
便
利
な
場
所
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
前
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
コ
ン
テ
ナ
ハ

ウ
ス
を
設
置
し
、
事
務
室
と
し
て
使
用

し
て
い
た
が
、
保
健
室
を
事
務
室
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
内
外
か

ら
の
来
客
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
学
校
と
い
う
地
域
の
象
徴
的

な
建
物
を
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
へ
の
貢
献
も
で
き
て
い
る
。

自治体の声 ：地域の拠点施設である旧大宮第三小学校のグラウンド、校舎を㈱丹後グリーンバイ
オに有償にて貸与することにより、校舎の管理に要した経費の軽減を図ることができ、また校舎に事

務所があることで校舎を廃墟とすることなく良好に管理できており、他の廃校となった学校の活用を

考える上でのモデルケースとなっています。

農
林
水
産
基
盤
事
業
整
備
事
業

（
農
林
水
産
省
）

業種 木材加工

用途 工場

建築年月日 昭和５５年５月

規模 グラウンド８，７９０㎡
保健室 ６０㎡

運営開始時期 平成２６年７月１日

㈱丹後グリーンバイオ
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施
設
の
概
要

淡
路
市

兵
庫
県

（写真）

床材、照明の変更、防音材の設置など必要な工事は最小限にとどめ、既存のスペースを有効活用。

山 本 光 学 ㈱

業種 眼鏡製造

用途 工場・倉庫

建築年月日 昭和３８年１２月１日

規模 ５，５０５㎡

運営開始時期 平成２２年４月

改修費用 約１５，０００万円

旧
北
淡
東
中
学
校
は
、
淡
路
島
北
部

の
淡
路
市
に
あ
る
。
瀬
戸
内
海
を
見
渡

す
風
光
明
媚
な
場
所
に
立
地
す
る
同
校

は
、
今
や
、
眼
鏡
製
造
の
拠
点
。
出
荷

さ
れ
る
製
品
は
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ス
や

感
染
防
止
用
マ
ス
ク
。
国
内
だ
け
で
な

く
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

淡
路
市
は
、
明
石
海
峡
大
橋
な
ど
の

交
通
網
整
備
に
よ
り
、
神
戸
、
大
阪
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
創
出
を
め

ざ
し
企
業
誘
致
を
図
っ
て
き
た
。
な
か

で
も
、
誘
致
の
受
け
皿
と
し
て
着
目
し

た
の
が
、
廃
校
施
設
。
特
に
旧
北
淡
東

中
学
校
は
、
北
淡
Ｉ
Ｃ
に
も
近
い
こ
と

か
ら
、
企
業
立
地
に
は
絶
好
の
地
。
平

成
16
年
3
月
に
廃
校
と
な
り
、
地
元

調
整
を
経
て
平
成
21
年
1
月
よ
り
、

利
活
用
事
業
者
の
募
集
を
開
始
し
た
。

こ
こ
に
目
を
つ
け
た
の
は
、
島
内
を

は
じ
め
大
阪
、
徳
島
に
も
社
屋
を
有
す

る
山
本
光
学
㈱
だ
っ
た
。
同
社
は
世
界

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
愛
す
る
ス
ポ
ー
ツ

ゴ
ー
グ
ル
で
有
名
。
同
年
２
月
に
は
同

校
の
利
活
事
業
者
と
し
て
決
定
。
平
成

22
年
４
月
か
ら
工
場
と
し
て
稼
働
し
て

い
る
。

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト

校
舎
内
は
教
室
ご
と
に
分
断
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
に
よ
る
流
れ
作
業
に
よ
り
製
品
組

み
立
て
を
行
う
ラ
イ
ン
生
産
に
は
不

向
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
ゴ
ー
グ
ル
の
よ
う
な
少
量
多
品

種
を
扱
う
工
場
な
ら
ば
教
室
が
活
用

し
や
す
い
。
生
産
す
る
製
品
ご
と
に

教
室
を
割
り
当
て
、
熟
練
し
た
作
業

員
が
組
み
立
て
行
う
セ
ル
生
産
に
は

格
好
の
空
間
配
置
で
あ
る
。

After
After

Before

自治体の声 ： 廃校を活用していただいて早７年。地元雇用の確保といった経済的な側面だけでなく、
今では、市と災害協定を締結し、感染症防止ゴーグルを提供してもらうなど、地域になくてはならない

存在。

研修室として使われている部屋は旧音楽室
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業種 製造業

用途 工場

建築年月 昭和５１年３月

規模 延床面積２，４０１㎡
(校舎・体育館)

運営開始時期 平成２４年１２月

改修費用 約２憶円

平
成
24
年
12
月
操
業
開
始
。
体
育
館
は

ス
ナ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
止
め
輪
）
を
製
造
す

る
プ
レ
ス
場
と
し
て
、
校
舎
は
、
製
造
施

設
の
ほ
か
事
務
室
や
従
業
員
用
の
食
堂
、

休
憩
室
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
「
地
域

と
密
着
し
た
工
場
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

校
庭
や
校
舎
の
一
部
を
地
域
住
民
に
貸
し

出
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
振
興
に
も
活
用
し
て
い
る
。

施
設
の
概
要

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト体育館に並ぶスナップリング

を作る大型機械

養
父
市
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
、

雇
用
の
創
出
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
廃
校
を
活
用
し
た
産
業
立
地
を

進
め
て
お
り
、
㈱
ヤ
ブ
・
ハ
シ
マ
で
４
例

目
と
な
る
。
（
平
成
29
年
度
現
在
6
校

の
廃
校
に
企
業
が
進
出
）

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
廃
校
活
用
の
事
例

や
募
集
な
ど
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
通
じ
て
紹
介
し
て
お
り
、
こ
の

情
報
を
閲
覧
し
た
企
業
等
の
問
合
せ
が

年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
㈱
ヤ
ブ
・
ハ
シ
マ

は
、
事
業
の
拡
大
と
効
率
化
を
目
指
し
、

事
業
用
施
設
を
探
し
て
お
り
、
廃
校
を
活

用
す
る
こ
と
を
注
目
し
、
高
規
格
幹
線
道

路
の
Ｉ
Ｃ
に
近
い
当
廃
校
に
進
出
を
決
め

た
。学

校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
、
廃
校
と
な
っ
て
も
地
域
の
思
い
入
れ

は
強
い
。
こ
の
た
め
地
元
住
民
に
対
し
説

明
会
を
開
催
し
、
当
企
業
の
地
元
か
ら
の

雇
用
や
こ
れ
ま
で
ど
お
り
当
施
設
の
利
用

な
ど
、
地
域
と
の
共
存
共
栄
の
事
業
運
営

に
賛
同
が
得
ら
れ
、
進
出
の
運
び
と
な
っ

た
。

養
父
市

兵
庫
県

校舎の１階部分と体育館にかけて、製造ラインを確保。体育館は高い天井高と柱のない広いスペースを
活かして、大型製造機械を設置するなど、作業の効率性を考慮したレイアウト配置となっている。

㈱ ヤ ブ ・ ハ シ マ

After
After

Before

学
校
施
設
は
、
５
，
０
０
０
㎡
か
ら

２
０
，
０
０
０
㎡
と
規
模
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
用
途
に
合
わ
せ
て
施
設
の
有
効
活

用
が
図
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
操
業
ま
で

の
初
期
コ
ス
ト
が
低
額
に
抑
え
ら
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
を
活
用

す
る
こ
と
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
・

ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

（
商
品
利
用
者
）
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
高

い
。

スナップリング（止め輪）

長閑な田園風景の広がる
中山間地域

自治体の声 ： 廃校を活用した産業立地は、雇用の創出や地域経済の活性化が図られる。また廃
校となった今もなお地域のシンボル的存在である小学校に明かりが灯り、今も変わらず地域コミュニ

ティの場となっていることの意義は大きい。
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地
元
農
産
物
を
産
地
で
加
工
し
て
販
売

す
る
洋
菓
子
店
と
し
て
活
用
。
材
料
を
地

元
の
生
産
者
か
ら
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
で

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
児
童

が
給
食
を
食
べ
て
い
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を

改
修
し
店
舗
に
、
調
理
室
を
厨
房
と
し
て

ケ
ー
キ
等
洋
菓
子
を
作
っ
て
い
る
。

洋
菓
子
に
串
本
町
の
文
化
も
あ
わ
せ
て

発
信
し
、
笑
顔
の
集
ま
る
洋
菓
子
店
を
目

指
し
て
い
る
。

施
設
の
概
要

廃
校
活
用
ま
で
の
経
緯

廃
校
の
広
い
敷
地
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
産
者

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
元
農
産
物
の
産

地
加
工
を
実
現
し
て
い
る
。

今
後
は
、
料
理
教
室
等
を
実
施
し
、

さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

廃
校
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト

室名札を利用した店舗案内

地
元
出
身
者
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
大
使

で
あ
る
㈲
セ
・
ラ
・
セ
ゾ
ン
の
オ
ー
ナ
ー

が
、
平
成
22
年
3
月
に
廃
校
と
な
っ
た
養

春
小
学
校
を
活
用
し
た
ケ
ー
キ
作
り
教
室

に
つ
い
て
串
本
町
に
提
案
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
開
催
し
て
き
た
。
地
元
団
体
の
協

力
に
よ
り
実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
を
経

て
、
平
成
28
年
7
月
1
日
「
セ
・
ラ
・
セ

ゾ
ン
和
歌
山
串
本
養
春
店
」
が
オ
ー
プ
ン

と
な
っ
た
。

串
本
町

和
歌
山
県

〈旧○○○学校〉

㈲ セ ・ ラ ・ セ ゾ ン

地元農産物を加工した洋菓子

小学校校舎を使用したことにより、
アットホームな空間を生み出している

業種 洋菓子生産・販売

用途 厨房・小売

建築年月日 昭和１２年３月

規模 １，８８９㎡

運営開始時期 平成２８年７月１日

自治体の声 ： 近年、少子化による児童生徒の減少などにより、多くの廃校が発生し、その施設の有
効活用が求められています。このような中、地元の農産物を加工販売していただいたり、また串本にゆ

かりのあるトルコ共和国との交流の歴史を、お菓子を通じて発信していただいていることは、本当にあり

がたく感じています。30


